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■
は
じ
め
に

　

今
年
は
中
国
国
歌
「
義
勇
軍
行
進
曲
」
の
作

曲
者
で
あ
る
聶
耳
（
ニ
エ
ア
ル
（
の
生
誕
一
〇

〇
周
年
に
あ
た
る
。こ
れ
を
機
会
に
増
訂
版『
聶

耳
全
集
』が
北
京
で
刊
行
さ
れ
た
。『
聶
耳
全
集
』

は
聶
耳
逝
去
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
一
九
八
五

年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
二
七
年
の
歳
月
が

流
れ
、
こ
の
時
に
編
集
委
員
会
の
顧
問
を
務
め

た
夏
衍
、
呂
驥
、
張
庚
、
于
伶
、
司
徒
慧
敏
、

鄭
易
里
の
六
名
全
員
が
鬼
籍
に
入
り
、
僅
か
に

主
編
を
務
め
た
周
巍
峙
が
残
っ
た
。
編
集
委
員

に
名
を
連
ね
た
聶
耳
の
二
人
の
兄
、
聶
子
明
、

聶
叙
倫
も
す
で
に
亡
く
な
っ
た
。
た
だ
実
質
的

な
編
集
責
任
者
だ
っ
た
向
延
生
（
中
国
芸
術
研

究
院
研
究
員
（
が
今
回
も
常
務
副
主
編
と
し
て

入
っ
て
い
る
。
彼
が
中
心
に
な
っ
て
編
集
に
あ

た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

増
訂
版
の
大
き
な
特
徴
は
、旧
全
集
が
上
巻
・

下
巻
の
二
巻
構
成
だ
っ
た
の
に
対
し
全
三
巻
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

旧
全
集
は
、
上
巻
が
「
音
楽
編
」
で
聶
耳
が

作
曲
し
た
作
品
の
手
書
き
を
含
む
最
初
に
発
表

さ
れ
た
楽
譜
写
真
、
全
作
品
の
楽
譜
。
作
品
の

演
唱
・
演
奏
が
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
二
本
に
収
め

ら
れ
て
い
た
。
付
録
と
し
て
新
歌
劇
「
揚
子
江

暴
風
雨
」
の
脚
本
、
主
題
歌
や
挿
曲
な
ど
が
使

わ
れ
た
映
画
・
話
劇
の
あ
ら
す
じ
及
び
音
楽
作

品
年
表
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
下
巻
は
、

「
文
字
編
」
で
「
文
稿
四
二
編
」「
書
信
五
一
通
」

と
「
日
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
多

く
の
写
真
が
あ
り
、
付
録
と
し
て
文
稿
年
表
、

聶
耳
年
譜
、索
引
、英
文
訳
名
対
照
表
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
増
補
版
は
、
上
巻
が
「
音
楽
編
」
で

変
わ
ら
ず
、
中
巻
を
以
前
の
下
巻
「
文
字
編
」

に
あ
て
た
。
そ
し
て
下
巻
を
通
常
の
個
人
全
集

で
は
異
例
の
「
資
料
編
」
と
し
て
、
聶
耳
に
関

す
る
「
記
念
文
章
」「
回
顧
文
章
」「
研
究
文
章
」

を
収
め
た
。

　

で
は
増
訂
版
『
聶
耳
全
集
』
の
内
容
を
具
体

的
に
み
て
み
よ
う
。

■
上
巻
・
音
楽
編
に
つ
い
て

　

聶
耳
が
作
曲
し
た
作
品
の
手
書
き
原
稿
及
び

最
初
に
発
表
さ
れ
た
楽
譜
の
写
真
、
歌
曲
・
民

族
楽
器
合
奏
曲
楽
譜
は
同
じ
で
あ
る
が
、
作
品

の
演
唱
・
演
奏
音
響
は
テ
ー
プ
か
ら
Ｃ
Ｄ
に
変

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
作
曲
者
の
聶
耳
が

映
画
『
母
性
の
光
』
で
鉱
夫
役
を
演
じ
た
際
に

歌
っ
た
「
開
礦
歌
」、新
歌
劇『
揚
子
江
暴
風
雨
』

で
主
人
公
の
「
老
王
」
を
演
じ
た
際
に
歌
っ
た

「
偉
人
か
く
あ
る
べ
き
」
を
越
え
て

岡
崎 

雄
兒

《
聶
耳
全
集
》編
集
委
員
会
編

聶
耳
全
集（
増
訂
版
）

Ａ
４
判　

全
三
巻（
附
Ｃ
Ｄ
２
枚
）

文
化
芸
術
出
版
社

五
三
、
七
六
〇
円
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「
碼
頭
工
人
」
な
ど
四
曲
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
今
回
新
た
に
「
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
バ
ラ
ー

ド
」
で
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
歌
手
ポ
ー

ル
・
ロ
ブ
ソ
ン
が
歌
っ
た
「
起
来
」（
義
勇
軍
行

進
曲
（
が
収
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
一
九
四
〇
年
代
初
め
に
ア
メ
リ
カ
で

抗
日
戦
争
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
劉
良

模
が
歌
っ
た
「
義
勇
軍
行
進
曲
」
に
ポ
ー
ル
・

ロ
ブ
ソ
ン
が
感
動
し
、
こ
の
歌
を
マ
ス
タ
ー
し

て
レ
コ
ー
ド
化
し
た
も
の
。
一
九
四
五
年
、
連

合
国
の
勝
利
後
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
セ
レ
モ

ニ
ー
で
演
奏
す
る
各
国
国
歌
の
う
ち
中
国
に
つ

い
て
は
、「
義
勇
軍
行
進
曲
」
と
決
め
る
上
で

大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
旧
版
で
下
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
年
譜

が
上
巻
に
移
っ
た
。
こ
れ
は
向
延
生
に
よ
る
も

の
だ
が
、
二
七
年
の
間
に
新
た
に
判
明
し
た
事

実
や
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
の
改
訂
が
加
え
ら

れ
た
。た
と
え
ば
聶
耳
は
医
者
の
家
に
生
ま
れ
、

三
人
の
兄
と
二
人
の
姉
が
あ
っ
た
と
書
か
れ
て

い
た
が
、
今
回
上
の
二
人
は
前
妻
王
氏
が
生
ん

だ
子
供
で
あ
っ
た
こ
と
、「
一
九
三
二
年
四
月

二
一
日
に
中
国
左
翼
劇
作
家
連
盟
の
責
任
者
田

漢
に
会
っ
た
」
と
す
る
記
述
の
「
二
一
日
」
を

「
二
二
日
」
に
直
し
、
さ
ら
に
田
漢
が
書
い
た

も
の
か
ら
次
の
個
所
を
紹
介
し
て
い
る
。「
彼

は
共
産
党
と
連
絡
を
も
ち
た
が
っ
て
い
た
。
そ

し
て
も
っ
と
革
命
理
論
を
学
び
た
い
と
考
え
て

い
た
。
彼
は
音
楽
を
愛
し
て
い
た
。
彼
は
音
楽

と
い
う
武
器
に
よ
っ
て
革
命
の
た
め
に
役
立
つ

仕
事
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
を
知
り
た
が
っ
て

い
た
」
な
ど
こ
れ
ま
で
の
記
述
に
訂
正
を
行
う

と
と
も
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

だ
が
修
正
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
た
と
え
ば
年
譜
で
神
奈
川
県
の
藤
沢
に

行
っ
た
日
が
、
七
月
八
日
に
な
っ
て
い
る
。
実

際
は
九
日
で
あ
る
。
七
月
八
日
の
日
記
冒
頭
に

旅
行
に
出
発
す
る
に
当
た
っ
て
荷
物
の
準
備
が

煩
わ
し
い
と
書
い
て
お
り
、
こ
こ
で
早
と
ち
り

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
日
に
は
朝
の
出
発
か

ら
の
様
子
を
書
い
て
い
る
の
で
間
違
い
よ
う
が

な
い
が
不
思
議
で
あ
る
。
も
し
日
記
の
日
付
が

間
違
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
中
巻
の
当

日
の
日
記
に
日
付
が
違
う
旨
注
記
す
べ
き
だ
ろ

う
。
な
お
王
懿
之
の
『
聶
耳
伝
』（
上
海
音
楽
出

版
社
、
一
九
九
二
年
（
も
八
日
出
発
と
誤
記
し

て
い
る
。

　

こ
の
音
楽
編
に
は
付
録
と
し
て
旧
版
に
は
な

か
っ
た
三
つ
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
第
一
は
、
向
延
生
に
よ
る
「
本
書
に
《
省
師

範
付
属
小
学
校
校
歌
》
を
収
録
し
な
か
っ
た
理

由
」
と
い
う
原
稿
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
の
旧

版
編
集
時
に
編
集
委
員
だ
っ
た
聶
耳
の
兄
・
聶

叙
倫
と
そ
の
娘
聶
麗
華
か
ら
、
聶
耳
が
一
九
二

八
年
に
作
曲
し
た
と
す
る
《
省
師
範
附
属
小
学

校
校
歌
》
が
出
て
き
た
の
で
収
録
す
る
か
ど
う

か
提
起
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
部
の
人
の
回

顧
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
当
時
の
編
集
委
員
会

は
検
討
し
た
結
果
、こ
れ
を
収
録
し
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、ま
ず
楽
譜
の
実
物
が
な
い
こ
と
。

聶
耳
が
書
い
た
一
九
三
一
年
九
月
二
一
日
の
日

記
に
練
習
曲
の
作
曲
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
書

き
、
同
二
一
日
の
日
記
に
「
初
め
て
の
作
品
を

完
成
さ
せ
た
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
。
作
詞
を

し
た
と
さ
れ
る
聶
耳
の
親
友
・
張
庚
侯
宛
て
の

手
紙
や
張
の
残
し
た
文
章
に
こ
の
校
歌
に
つ
い

て
触
れ
た
も
の
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
な
ど
九

点
あ
っ
た
。

　

こ
の
内
容
は
二
〇
〇
六
年
七
月
に
玉
渓
市
で
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収
め
ら
れ
て
い
る
。
書
信
は
、
旧
版
で
は
五
一

通
で
あ
っ
た
が
、
増
訂
版
で
は
四
通
増
え
五
五

通
と
な
っ
た
。

　

四
通
と
も
聶
耳
が
所
属
し
て
い
た
映
画
会
社

聯
華
公
司
の
同
僚
で
あ
っ
た
宋
廷
璋
宛
の
も

の
。
宋
廷
璋
は
聯
華
を
辞
め
て
郷
里
の
天
津
に

戻
り
中
学
教
師
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
二
年

秋
、
聶
耳
が
三
ヵ
月
間
北
京
に
滞
在
し
て
い
た

時
に
書
い
た
も
の
一
通
と
、
そ
の
後
上
海
に

戻
っ
て
か
ら
書
い
た
三
通
で
あ
る
。
最
後
の
一

通
は
目
次
に
松
下
石
郎
宛
と
あ
る
の
で
、
日
本

人
宛
の
手
紙
が
出
て
き
た
か
！　

と
思
っ
た
が

こ
れ
は
宋
廷
璋
が
日
本
人
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
付
け
ら
れ
て
い
た
「
あ
だ
名
」
だ
っ
た
と
注

に
あ
る
。

　

四
通
を
通
じ
て
特
段
注
目
す
べ
き
内
容
は
な

い
。
北
京
行
き
の
目
的
と
し
て
、
①
脳
震
盪
の

後
遺
症
が
あ
る
の
で
そ
の
休
養　

②
遊
び　

③

（
黒
天
使
事
件
に
よ
っ
て
巻
き
起
こ
さ
れ
た
（
環
境

を
変
え
る
こ
と
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
手
紙

は
新
た
に
多
数
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
期

待
を
い
だ
い
て
い
た
が
残
念
で
あ
っ
た
。

　

日
記
に
つ
い
て
は
聶
耳
が
書
い
て
い
た
の
は

開
か
れ
た
「
聶
耳
音
楽
学
術
討
論
会
」
で
報
告

さ
れ
て
お
り
、
論
文
と
し
て
雲
南
聶
耳
音
楽
基

金
会
・
玉
渓
聶
耳
音
楽
研
究
課
題
組
編
『
聶
耳

音
楽
研
究
文
集
』（
中
国
文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇

六
年
（
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
あ
え
て
「
収
録
し
な
か
っ
た
理
由
」
を

入
れ
た
の
は
、
玉
渓
市
芸
術
創
作
研
究
所
聶
耳

研
究
室
・
崎
松
主
編
『
聶
耳
音
楽
作
品
集
』（
遠

方
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
（
に
聶
耳
作
曲
の
歌

曲
と
し
て
三
五
番
目
に
楽
譜
歌
詞
が
聶
麗
華
に

よ
る
「
聶
耳
が
書
い
た
処
女
作
」
と
い
う
文
章

と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
第
二
が
丁
学
仁
に
よ
る
聶
耳
の
墓
の
変

遷
に
つ
い
て
で
あ
る
。
聶
耳
は
藤
沢
の
鵠
沼
の

海
で
溺
死
し
た
後
、
藤
沢
の
火
葬
場
で
荼
毘
に

ふ
さ
れ
、
遺
骨
は
同
年
夏
の
終
わ
り
に
友
人
が

上
海
に
持
ち
帰
っ
た
。
し
ば
ら
く
上
海
の
親
族

方
に
預
け
ら
れ
た
あ
と
、
一
九
三
七
年
一
〇
月

に
昆
明
市
郊
外
の
西
山
山
麓
の
道
路
脇
に
葬
ら

れ
た
。
そ
し
て
新
中
国
成
立
後
の
一
九
五
四
年

に
昆
明
市
人
民
政
府
が
こ
れ
を
修
復
し
、
さ
ら

に
一
九
八
〇
年
に
龍
門
行
き
リ
フ
ト
乗
り
場
近

く
の
林
を
整
備
し
、
現
在
の
立
派
な
墓
が
で
き

た
。
こ
の
変
遷
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
第
三
が
、
玉
渓
聶
耳
音
楽
研
究
課
題
組

に
よ
る
聶
耳
に
関
わ
る
重
要
な
出
来
事
の
記
録

で
逝
去
の
一
九
三
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で

の
間
に
行
わ
れ
た
聶
耳
を
記
念
す
る
行
事
や
記

念
館
の
建
設
、
研
究
図
書
の
刊
行
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
る
。

■
中
巻
・
文
字
編
に
つ
い
て

　

旧
版
の
下
巻
に
あ
た
る
中
巻
の
構
成
は
、一
、

文
稿　

二
、
書
信　

三
、
日
記
で
、
付
録
と
し

て
文
稿
年
表
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
図
片

と
し
て
文
稿
、
書
信
、
日
記
の
写
真
が
多
数
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
版
と
の
違
い
だ
が
構
成
は
変
わ
ら
な
い
。

内
容
で
は
、
文
稿
の
四
二
編
は
変
わ
ら
な
い
。

「
我
之
人
生
観
」
な
ど
一
七
編
が
学
生
時
代
の

作
文
で
、
他
は
短
篇
小
説
、
散
文
、
詩
歌
、
評

論
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
映
画
脚
本
な
ど
で
あ

る
。
聶
耳
が
所
属
す
る
歌
舞
団
の
ト
ッ
プ
黎
錦

暉
を
「
黒
天
使
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
雑
誌
で
厳

し
く
批
判
し
、
退
団
す
る
羽
目
に
な
っ
た
「
中

国
歌
舞
短
論
」
な
ど
雑
誌
寄
稿
論
文
も
こ
こ
に
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よ
っ
て
夥
し
い
数
の
回
顧
文
や
研
究
論
文
が
書

か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
一
九
三
五
年
一
二

月
、
東
京
で
留
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

『
聶
耳
紀
念
集
』
を
は
じ
め
逝
去
二
〇
周
年
、

生
誕
七
〇
周
年
な
ど
に
際
し
て
刊
行
さ
れ
た
書

籍
や
聶
耳
・
冼
星
海
学
会
、
中
央
音
楽
学
院
な

ど
研
究
機
関
の
研
究
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の

（
そ
の
多
く
は
内
部
資
料
（、「
人
民
日
報
」、「
解

放
日
報
」、「
雲
南
日
報
」、「
人
民
音
楽
」、「
新

音
楽
」
等
の
ほ
か
多
数
の
ミ
ニ
紙
誌
に
発
表
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

増
訂
版
で
は
、
北
京
以
外
に
玉
渓
に
も
編
集

部
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
玉
渓
を
中
心
に

地
方
の
研
究
者
や
縁
故
者
の
文
章
が
拾
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
貴
重
で
あ
る
。
下
巻
の
一
四
〇

編
の
中
か
ら
紙
幅
の
関
係
で
二
つ
の
テ
ー
マ
に

一
四
歳
の
一
九
二
六
年
の
六
月
一
日
か
ら
二
三

歳
五
ヵ
月
、
死
の
前
日
一
九
三
五
年
七
月
一
六

日
ま
で
の
一
〇
年
間
だ
っ
た
。
年
に
よ
っ
て
数

日
分
し
か
な
い
の
も
あ
る
が
、
二
〇
〇
日
以
上

書
い
た
年
も
あ
る
。
全
体
で
七
五
一
日
分
、
こ

の
中
巻
で
四
〇
〇
頁
以
上
を
占
め
る
。
日
記
は

聶
耳
の
成
長
過
程
を
知
る
上
で
非
常
に
有
用
で

あ
り
、
ま
た
当
時
の
社
会
状
況
を
理
解
す
る
上

で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

旧
下
巻
・
文
字
編
に
あ
っ
た
索
引
と
英
文
訳

名
対
照
表
が
な
く
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

■
下
巻
・
資
料
編
に
つ
い
て

　

一
、
記
念
文
章
三
四
編　

二
、
回
顧
文
章
六

六
編　

三
、
研
究
文
章
四
〇
編　

合
計
一
四
〇

編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
聶
耳
死
去
以
降
、
親

族
や
友
人
、
同
級
生
、
同
僚
、
専
門
研
究
者
に

つ
い
て
筆
者
が
得
た
知
見
を
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
聶
耳
の
恋
愛
に
つ
い
て
。
聶
耳
は
学
生

時
代
の
恋
人
・
袁
春
暉
を
昆
明
に
残
し
て
お
り

手
紙
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
遠
距
離
恋
愛
を
続

け
て
い
た
。
親
は
結
婚
を
勧
め
る
が
聶
耳
は
ま

だ
早
い
と
撥
ね
つ
け
る
。
し
か
し
恋
人
の
方
は

親
の
圧
力
に
負
け
他
の
男
と
結
婚
し
て
し
ま

う
。
こ
の
恋
愛
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
聶
耳
の

兄
が
書
い
た
『
少
年
時
代
的
聶
耳
』（
新
蕾
出
版

社
、
一
九
八
一
年
（
と
昆
明
在
住
の
雲
南
省
歌

舞
劇
院
の
院
長
・
徐
演
が
一
九
八
五
年
に
袁
春

暉
に
会
っ
て
話
を
聞
い
た
記
録
が
あ
っ
て
、
こ

れ
に
基
づ
き
王
懿
之
『
聶
耳
伝
』
や
崎
松
「
聶

耳
的
初
恋
」（『
聶
耳
与
玉
渓
』
民
族
出
版
社
、
一

九
九
九
年
所
収
（
は
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
記
述
は
淡
々
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
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そ
の
た
め
袁
春
暉
は
聶
耳
の
死
後
結
婚
し
た

と
す
る
伝
記
も
あ
る
。
失
恋
の
痛
手
こ
そ
が
聶

耳
が
集
中
的
に
作
曲
活
動
に
力
を
傾
け
た
と
考

え
る
筆
者
に
と
っ
て
は
も
の
足
り
な
か
っ
た
。

し
か
し
増
訂
版
に
は
、
聞
き
書
き
全
文
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
読
む
と
二
人
の
仲
が
い

か
に
親
密
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
聶
耳
へ
の
未
練

を
残
し
た
ま
ま
他
の
男
に
嫁
い
で
い
っ
た
袁
の

無
念
が
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

　

ま
た
聶
耳
の
袁
に
あ
て
た
手
紙
は
、
袁
が
そ

れ
を
預
け
た
友
人
宅
が
日
本
軍
の
空
爆
で
焼
失

し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
聶
耳
の
母
親
の
元

に
戻
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
遺
品
収
集

に
あ
た
っ
た
関
係
者
の
手
記
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
聶
耳
の
死
を
め
ぐ
っ
て
従
来
か
ら
聶

耳
は
泳
げ
る
の
に
溺
死
し
た
と
は
お
か
し
い
、

日
本
の
官
憲
或
い
は
国
民
党
政
府
の
特
務
に
謀

殺
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
王
懿
之
『
聶
耳
伝
』
も
読
者
の

判
断
に
委
ね
た
い
と
書
い
て
い
た
。
郭
沫
若
が

一
九
五
四
年
に
聶
耳
の
墓
碑
に
書
い
た
「
聶
耳

…
…
不
幸
而
死
於
敵
国
、
為
憾
無
極
、
其
何
以

致
溺
之
由
、
至
今
犹
未
能
明
焉
」（
聶
耳
…
…
不

幸
に
も
敵
国
で
死
し
残
念
極
ま
り
な
し
、
ど
う
し

て
溺
れ
た
の
か
、
今
に
い
た
る
も
明
ら
か
で
な
い
（

と
い
う
末
尾
の
数
句
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
。

　

よ
う
や
く
近
年
に
な
っ
て
玉
渓
在
住
の
聶
耳

研
究
家
の
崎
松
が
「
聶
耳
在
藤
沢
遇
難
的
死
因

探
析
」（『
聶
耳
与
日
本
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
二

〇
一
〇
年
（
と
い
う
文
章
を
二
〇
〇
九
年
に
書

き
、
謀
殺
説
は
根
拠
が
薄
い
と
書
い
て
い
る
の

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
増
訂
版
を
機
会
に
向
延
生
が
「
聶
耳
死
因
的

調
査
及
郭
沫
若
的
墓
碑
文
」
を
書
き
、
こ
れ
ま

で
発
表
さ
れ
た
論
文
・
資
料
を
ふ
ま
え
、
謀
殺

死
を
否
定
、
脳
震
盪
の
後
遺
症
な
ど
体
調
不
良

に
よ
る
溺
死
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い
る
こ

と
の
意
味
は
大
き
い
。

　

本
増
訂
版『
聶
耳
全
集
』の
刊
行
に
よ
っ
て
、

と
も
す
れ
ば
「
偉
人
か
く
あ
る
べ
き
」
或
い
は

「
左
翼
」
史
観
に
呪
縛
さ
れ
て
い
た
聶
耳
研
究

が
い
ま
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

（
お
か
ざ
き
・
ゆ
う
じ　

東
北
公
益
文
科
大
学
（

『
人
民
中
国
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中
国
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本
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政
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、
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考
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観
光
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ワ
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治
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と
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ャ
イ

ナ
・
パ
ワ
ー
を
読

み
解
く　
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国
交
正
常
化
四
〇
周
年
に

思
う
◆
中
国
共
産
党
は
な
ぜ
で
き
る
の
か
？	

⑦
香
港
・
マ
カ
オ
の
繁
栄
と
安
定
を
ど
う
し

て
維
持
で
き
た
の
か
？	

◆
中
国
―
―
日
本	

友
好
の
絆
⑦
瀋
陽
◆
科
学
的
発
展
観
と
そ
の

成
果（
上
（◆
活
気
が
増
す
中
国
留
学
◆
「
欧

陽
修
書
簡
」
な
ぜ
日
本
で
発
見
？　
　
ほ
か


